


公益社団法人日本口腔インプラント学会 関東・甲信越支部 
平成 30 年度 第 1 回代議員会議事録（案） 

 
日 時  ： 平成 30 年 5 月 13 日（日） 14：30～15：30 

 場 所  ： 東京グランドホテル 蘭・菊の間 
 参加者  ： 90 名（出席者： 65 名、委任状提出： 21 名、オブザーバー：4名） 

 

1. 開会の辞 高森 等監事より開会の挨拶がなされた。 
2. 支部長挨拶 井汲 憲治 支部長より挨拶がなされた。 
3. 議長選出 代居 敬先生、片山幸太郎先生が選出された。 
4. 議事録署名人選出 議長一任となり、岩野 義弘先生、廣安 一彦先生が選出された。   
5. 確認事項 

①指名点呼 小田 茂 総務委員長より代議員 105 名中出席 65 名、委任状提出 21 名、計 86
名の過半数となり代議員会が成立したことが報告された。 
②関東・甲信越支部 平成 29 年度 第 2 回代議員会議事録（資料１）が小田 茂総務委員

長より確認が行われた。 
 

6. 報告事項 

① 支部現況報告として、井汲 憲治支部長より今年度は選挙年となっており、すでに新しい代

議員・理事等が決定しているところであるが、本日は学会の定款に基づき前代議員が対象と

なっていることが説明された。  
② 日本口腔インプラント学会本会現況報告 

塩田 真専務理事より、 
6 月 10 日の総会にて新理事・監事の承認が予定されていること、井坂事務局長が 3 月末で

退職し、現在中村主任が代行し事務局長が募集されていること、広告可能な専門医を目指し

て拡大実務者会議を顎顔面インプラント学会と共同で協議中であること、50 周年事業の準

備が進行中であることが報告された。 
 
宮崎 隆 編集委員長より、 
編集委員会では、最新号より学会誌の表紙と本文のフォント等変更となったこと、臨床研究

を原著論文に含めること、英語論文を復活させること、オンライン投稿に向けて準備中であ

ることが報告された。 
 
簗瀬 武史 財務委員長より 
支部への補助金が平成29年度539万円、平成30年度566万円と27万円増額となったこと。

本部会計が平成 26，27 年度赤字であったが、平成 28 年度 180 万黒字、平成 29 年度は 2360
万円の黒字となったことが報告された。 
 



矢島 安朝 教育研修委員長より 
配布資料（「専門医育成研修カリキュラム」経緯と今後の流れ）をもとに、すでに各臨床研

修施設には連絡済みではあるが、代議員の先生にも今後のカリキュラムプランニングに向け

ての流れをご理解いただきたい旨報告がなされた。 
 
井汲 憲治研究推進委員長より 
学会主導型研究として、佐藤裕二先生を中心に高齢者施設におけるインプラントに関して英

文誌が発行となったこと、大久保力廣先生を中心にインプラントトラブルに関するポジショ

ンペーパーは今年度の学術大会にてパネルディスカッションを実施予定であること、インプ

ラントメンテナンスに関しては日本歯周病学会と共同でまとめたこと、今後も学会としての

エビデンスを発表していきたいと考えていることが報告された。 
 
黒岩 茂表彰委員長より 
表彰委員会に置いて、名誉委員、学会特別賞、学術賞、論文賞について審議し、5 月 26 日

理事会にて決定予定であること、表彰規定についても検討中であることが報告された。 
 
藤井認定員会副委員長より 
今年度よりケースプレゼンテーション試験は 1 月に実施、申し込み期間は 6-8 月、発表形式

も変更となっているので HP で確認してほしい、6 月 9 日に開催される施設長会議に出席を

お願いしたいこと、今年度より専修医更新が開始となるため、必要な更新要件も確認してほ

しいこと、提出書類の記載例も HP に掲載予定であること、また 2018 年 4 月 1 日現在学会

会員数 15293 人、臨床系研修施設に所属するものが 4323 人（23.8%）、歯科系大学病院 29
施設 1950 人（12.8%）、医科系大学病院 16 施設 203 人(1.3%)でこれら３つの合計が 6476
人(42.3%)、研修施設に属さないものが 6060 人（39.6%）、歯科衛生士・歯科技工士・その

他が 2753 人(18%)となっていることが報告された。 
 
渡邉文彦理事長より 
50周年事業として記念誌の発刊に向けて宮﨑編集委員長を中心に学会 50年の歩みをまとめ

ていること、2020年第50回大会については井汲大会長を中心に準備が進められていること、

広告可能な専門医に関して、4 月 2 日に専門医評価機構が設立され、この機構の会員になる

可能性があること、歯科医学会と両方向にアプローチを続けていることが報告された。 
 
追加として、佐藤 裕二社会保険委員より 
インプラントカードが近日中に公開となること、インプラントチェックリストの改訂版が近

日中に HP に公開予定であることが報告された。 
 

②次期支部選出理事ならびに次期支部長について、小森規雄 選挙管理委員長より資料２を用い

て説明がなされた。具体的には、今回より理事候補者に関しては投票数、得票数も併せて本部



へ報告したこと、支部長に関しては前回までと異なり 3 月 31 日付で決定している必要があるた

めすでに選出が終了していること、代議員候補者資格について会費を納入していることと原則 6
年以上正会員であることとなっているが、今回 3 名 6 年に満たない候補者がいたこと、このう

ち 1 名は施設長のため変更せず、残り 2 名は 6 年以上の者に変更になったこと、また代議員の

代議員会出席状況について報告がなされた。また、選挙制度について現在選挙権を持つものが

5453 名、被選挙人が 3282 人から 107 名を選出する状況だが、選挙管理委員会に紙媒体の名簿

が届くのが 11月で 3月までに結果を出す必要があること、現在の予算は 10万円程度であるが、

選挙を実施すると 100-200 万ベースでの費用が必要となることが説明された。次回に向けて幅

広く意見を頂戴し、検討していきたいと考えていることが報告された。 
 
③ 第37回関東・甲信越支部学術大会報告が大久保 力廣 大会長より資料3を用いてなされた。

演題数４６題、参加者数１０６１名、懇親会参加者数６５名と盛会であったことが報告され

た。 
④ 第 38 回関東・甲信越支部学術大会進捗状況に関して矢島 安朝 大会長より２０１９年２月

１０，１１日に新宿の京王プラザホテルにて開催予定であることが報告された。 
 

⑤ 第 9 回支部学術シンポジウム準備状況として簗瀬 武史 大会長より７月２２日に日本歯科

大学冨士見ホールにてメインテーマ「集学的治療としてのインプラントを考える～若手イン

プラントロジストの取り組み～」として開催予定であること、専門医等の更新ポイントも付

与されるのでぜひ参加してほしいことが報告された 
 

２． 審議事項 
① 平成 29 年度事業報告書（案）について、資料３を用いて井汲 憲治 支部長より説明がなさ

れ、審議の上承認された。  
② 平成 29 年度決算書（案）について、資料４を用いて樋口 大輔 財務委員長より説明がなさ

れ、審議の上承認された。併せて渡沼監事より監査報告がなされた。 
③ 第 39 回関東・甲信越支部学術大会（2019 年度、2020 年 2 月予定）の開催について、井汲 憲

治 支部長より渡邊文彦先生に大会長をお願いしたい旨提案がなされ、審議の上承認された。

承認を受け、渡邊先生より挨拶がなされた。 
④ 第 10 回支部学術シンポジウムの開催について、 大久保 力廣 学術委員長より田中譲治先生

に大会長をお願いしたい旨提案がなされ、審議の上承認された。承認を受け、田中先生より

挨拶がなされた。 
⑤ 簗瀬武史理事より、６月より日先研の施設長が奥森先生、会長が野本先生になることが報告

された。続いて、渡邊文彦理事長より６月で理事長を任期満了となることが報告された。     

３． 閉会の辞 塩田 真 副支部長より閉会の挨拶がなされた。 

 








